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10月は「経済と地域社会の発展月間」と 
    「米山月間」です。 
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世界を変える行動人 

2024年までのロータリーの行動

計画は、「より大きなインパクト

をもたらす」、「参加者の基盤

を広げる」、「参加者の積極的

なかかわりを促す」、「適応力

を高める」ことです。 

表紙写真の提供は 

 「橋杭岩」 串本ロータリークラブ 



2021－22年度国際ロータリー 

会長 シェカール・メータ 



ガバナー メッセージ 

2021-22年度 国際ロータリー第2640地区 

ガバナー 豊岡 敬 

10月は「経済と地域社会の発展月間」です。 

Ｒ財団寄付(恒久基金/大口寄付)入門セミナー 

 

 経済というと、お金の話かなと思ってしまいます。元々の経

済の意味は、「経世済民」ということで、中国の古典にもよく出

てくる言葉で、「世をおさめ、民をすくう」という意味がありま

す。ロータリー月間の「経済と地域発展」とは、まさに中国の古

典に登場する意味のことだと思います。一昨年前にインタアクトクラブの海外研修

でカンボジアのシェムリアップを訪問しました。現地NPOの日本人が、地元の人に収

入を得る手段として、お菓子の袋を裁断して、財布やカバン、キーホルダー等にリ

フォームしている工房を訪問させて頂きました。ほぼ原材料費がタダで、付加価値

が高い工芸品を製造していくことは、現地に産業を根付かせ、現地の人が収入を得

る手段を創出していくよい方法のように感じました。2006年にノーベル平和賞を授

与したバングラデッシュのグラミン銀行は、このような小さな地元の事業に対して

事業資金として少額のマイクロファイナンスを供与して、地域経済に貢献していま

す。我々ロータリアンは、TRFのグローバル補助金等を活用して、世界でよいことを

実践しています。もちろん目の前の困難を解決していくために尽力していくことは

重要なことだと思います。しかしながら、中長期的な視点に立つと、地域の人材の

育成がより以上になってくると思います。識字率向上など基本的な教育機会の提

供や、より生活を支援していく職業訓練の機会提供が貧困で苦しんでいる国や地

域の利益となるように思われます。シェカールメータRI会長が言われているよう

に、「もっと行動し」を踏襲しながら、より大きなインパクトをもたらす奉仕を実践し

ていきましょう。 



「経済と地域社会の発展」とは？  

 失業、不完全雇用、ビジネスの機会・職業研

修・社会保障の欠如は、貧困を引き起こす深

刻な問題です。人びとが健康で安全な生活

を送るための手段の一つとなるのが「働く

こと」であり、貧困を減らすには雇用機会の

創出と収入源の確保が必要とされます。特

に、女性、若者、貧困層の人びとのエンパワ

メント（社会における地位向上）は、持続可能

な経済的・社会的発展のカギとなる要素で

す。「経済と地域社会の発展」は、ロータリー

の6つの重点分野の一つとなっています。 

経済と地域社会の発展が重視される理由 

〇 一人当たりの農業収入が1％増えるごと

に、極度の貧困者数が0.6％～1.8％減る。 

〇 ある研究によると、マイクロクレジット（小

口融資）を利用できれば、収入や消費の

変動に左右されにくくなる。 

〇 ある研究によると、ナイジェリアでは、人

材投資（教育など）を1％増やすことで、

貧困を66％以上減らすことができる。 

〇 単純労働で働く女性は、専門性のある仕

事に就くためのスキルを備えていない。

シンガポール、台湾、マレーシアなどの国

に見られるように、職能訓練の充実は、

その国の付加価値生産を高めるための

必須条件である。 

  世界銀行によると、1日に1ドル25セント未

満で生活する貧困者数は、1990年に192万人

でしたが、2011年には100万人にまで減少し

ています。貧困を減らす取り組みでは着実な

成果が挙げられており、2015年にはミレニア

ム開発目標（MDGs）の一部が達成されてい

ます。しかし、持続可能な開発目標（SDGs）で

は、現在も世界に以下のような切迫した

ニーズがあると指摘されています。 

〇 2013年の失業人口は約2億200万人であ

り、そのうち7450万人は15歳～24歳の若

者だった。 

〇 都市部以外に住む貧困者の70％の主な

収入源と仕事は農業である。 

〇 雇用における男女格差は根強く、2012年

の就業率における男女差は24.8ポイント

である。 



米山月間について 

１．米山月間はなぜ10月？ 

 国際ロータリー理事会が指定したロータリーの特別月間に加え、日本独自の月間テーマと
して、10 月は米山月間となっています。なぜ、10月なのでしょうか？ 

 1975 年 8 月、米山梅吉翁が逝去した 4 月 28日までの 1 週間を「米山週間」とするこ
とが決定しました。ある地区ですでに行われていた強化活動を全国へ広げ、米山奨学事業を
促進することが目的でした。しかし 1980 年度になると、米山週間は 4 月から 10 月 1 日
～7 日へと変更されました。その理由はいくつかあります。一つには「ロータリー雑誌週間」
が 1978 年度から 4月となり、重なってしまったこと。また、4 月では各クラブへ送付される
事業報告書などの資料数字が約 1 年前のものとなることや、採用されたばかりの奨学生に
卓話を依頼することに無理がある、ストが多い、などの現実的な支障があったためです。そし
て何よりも、東京ＲＣによる米山基金から日本全地区クラブの共同事業とする決議や合意が
行われた地区大会が、いずれも 10 月だったこと、これが大きな理由とされています。 

 1983 年からは週間制度が「月間」となり、10月が米山月間として定着し、今に至っています。 
 

２．米山月間の工夫 

 10月の米山月間には、ガバナーの方針のもと、各地区米山奨学委
員会や各クラブにおいてさまざまな方法で推進がされています。
事業理解の促進に最も効果的なプログラムは、なんと言っても米
山奨学生の卓話です。しかし、今年は新型コロナウイルスのため、例
会そのものが休会だったり、感染拡大防止の観点から奨学生のクラ
ブへの卓話派遣を見合わせている地区もあります。 
 

３. 米山月間にご協力を！ 

 10 月はいよいよ米山月間です。毎年恒例の『豆辞典』は、米山記
念奨学事業についての情報がほぼ網羅されている小冊子。1 人一
冊お手元にお持ちください。豆辞典を使って米山奨学事業を説明す
るためのパワーポイントは、9月中旬にロータリー米山記念奨学会の
ホームページで公開しています。 



【ガバナー公式訪問】  

9月1日 

羽曳野ロータリークラブ 

会長 市口 廣文 

幹事 細木  博 

 

 

 

 

9月3日 

河内長野ロータリークラブ 

会長 谷 洋治 

幹事 木之下 純子 

 

 

 

9月7日 

串本ロータリークラブ 

会長 谷 賢司 

幹事 山本 顕央 

 

 

 

9月7日 

田辺はまゆうロータリークラブ 

会長 山本 佳弘 

幹事 山本 純也 



【ガバナー公式訪問】  

9月9日 

有田ロータリークラブ 

会長 松村 秀一 

幹事 川口 健太郎 

 

 

 

9月9日 

岸和田南ロータリークラブ 

会長 藪 秀則 

幹事 喜多 幸蔵 

 

 

 

 

9月10日 

美原ロータリークラブ 

会長 脇田 裕行 

幹事 泉並 正  

 

 

 

9月14日 

貝塚ロータリークラブ 

会長 寺田 利治 

幹事 小司 和代 

 

 



【ガバナー公式訪問】  

9月15日 

りんくう泉佐野ロータリークラブ 

会長 中川 公彦 

幹事 金田 典久 

 

 

 

9月16日 

和歌山東ロータリークラブ 

会長 瀧川 嘉彦 

幹事 角谷 芳伸  

 

 

 

 

9月30日 

高師浜ロータリークラブ 

会長 合田 房雄 

幹事 小林 英樹 

 

 

 

9月30日 

堺清陵ロータリークラブ 

会長 樋川 政次 

幹事 鈴木 由佳子 



【ＲＩニュース】 

1年半前から続いている新型コロナウイルスの世界的脅威に伴い、ロータリーもしばらくの間、活
動の休止を余儀なくされました。2020年3月には、『Rotary』誌も5月号の印刷をいったん中止し、
2019-20年度RI会長マーク・マローニー氏の新しいメッセージを挿入することになりました。 

  「3月初旬には、世界各地で新型コロナウイルスのニュースが日に日に大きく取り上げられるよう
になりました」とマローニー氏。「ロータリーはすべての地区とクラブに対し、追って通知があるま
では対面式の会合を中止し、オンライン形式に変更するよう要請を出しました」。その後、ロータ
リーの活動を再開。「世界が急激な変化を遂げる中で、ロータリーもまた大きく変わらなければな
りません。私たちの順応性と強さなら、この局面を乗り越えることができるはずです」とメッセージ
に綴りました。 

  世界各地のロータリアンがマローニー氏のこの呼びかけに応え、行動を開始しました。中には、
メッセージが発信される前から活動を考えていたロータリアンもいました。5月号が会員の手元に
届く頃には、多くのクラブがすでにオンラインで例会を行い、世界各地の会員は医療従事者や困窮
する地域社会やコロナ禍の影響を最も受けている人びとに対して、地元での支援活動に乗り出し
ていました。 

  2020年6月には、新型コロナウイルス関連のプロジェク
トをまとめた記事を初めて発行。また7月には、『Rotary』
誌に寄せた初のメッセージで、2020-21年度RI会長ホル
ガー・クナーク氏は「大きな挑戦はすべて再生と成長の
チャンスである」と述べています。同号では、ロータリー
と、世界ポリオ根絶推進活動（GPEI）のパートナー団体が
それぞれの経験を生かしてコロナ禍にどう対応してきた
のか、その取り組みが特集されています。また8月号に
は、自身への健康リスクをも顧みず、支援や癒しを与える
ために世界の最前線で積極的に活動する10人（ロータリ

アン9人、ローターアクター1人）のストーリーが紹介されました。その多くがロータリー財団の補助
金を得て進められています。6月の時点で、2,700万ドルを超えるグローバル補助金が新型コロナウ
イルス対応の活動に充てられ、さらに災害救援補助金からも約800万ドルが充てられました。 

  「ロータリーならできる」とマローニー氏とクナーク氏が断言した通り、私たちはこの状況に適応
しています。コロナ禍にあっても、ロータリアンとローターアクターは世界に変化をもたらし続けて
います。アフリカでの野生型ポリオウイルスの根絶を達成したほか、ロータリーの新しい重点分野に
「環境」を加えましたまた、今年初めには、アフリカ初となるロータリー平和センターに平和フェロー
が入学しました。 

  この1年間、みんなが力を合わせてあらゆる困難を乗り越えてきた結果、私たちも成長し、新た
な課題への挑戦や、新しいスキルの習得につながっています。ロータリーも変化を遂げた今、さら
に多くの変化を経験していくことになるでしょう。シェカール・メータRI会長は、2カ月前に発信した
自身の最初のメッセージで、会員に向けて次のように述べています。「ロータリアンにとって、克服
できない難題というものはありません」 



未来を変える識字 

 インドの識字率100%達成への道のりを
着実に進む 

記事 Vanessa Glavinskas 

 国際ロータリーの会長に就任するずっと前か
ら、シェカール・メータ氏は意欲的な目標を定め
ることで知られていました。 

 難題にも果敢に取り組み、成果を上げるという
評判をもつメータ氏に、カルヤン・バネルジー元RI
会長は2014年、インドの識字率100％を目指す取
り組みを一任しました。これはインド政府も多くの
NGOも果たせていない目標です。 

 「一つの国全体の識字率を100％にすることは
決して容易ではない」と気づいたメータ氏は、こ
の目標を「7歳以上の国民の識字率を95%以上に
すること」と定義しました（インド政府の推計で
は、7歳以上のインド国民の現在の識字率は
78%）。「それでも私は、ガンジーの『目標を見つけ
よ、手段は後からついてくる』という言葉を固く
信じています」とメータ氏は言います。 

 会計士であり、不動産開発業も営むメータ氏
は、この取り組みに着手しましたが、教育分野の
経験は一切ありません。「私には手がかりも教育
分野の基礎知識もありませんでした」というメー
タ氏は、およそ9カ月をかけて専門家から学び、イ
ンド全土におけるロータリークラブの識字率向上
活動を強化、標準化することを目指す非営利団
体Rotary India Literacy Mission（RILM）を設立。
RILMはこの目標に向け、インド全土のクラブが
RILMの支援と指導の下で取り組むための奉仕プ
ロジェクトを立ち上げました。プロジェクトの名は
「TEACH」。キーワードの頭文字Ｔ（teacher sup-
port ：教師の研修）、E（eラーニング）、 A（adult 
literacy ：成人の識字率向上）、C（child develop-
ment：子どもの発達）、H（happy schools：学校のイ
ンフラ向上）を取って名づけられました。「すべて
の学校を、子どもが楽しく勉強できる環境にすべ
きだと考えています」と、2019～2021年にRI理事
を務めたカマル・サンヴィさんは語ります。メータ
氏がRI会長に就任したため、現在はサンヴィさん
がRILM会長を務めています。 

 「ロータリアンは、国が偉大な成果を成し遂げ
るには高い識字率が必要だと知っています」 

 

 インドのポリオ根絶キャンペーンを成功させた
モデルにならい、このプログラムのコーディネー
ターが国内のゾーンと地区でTEACHプログラム
を推進しました。RILMのスタッフはマニュアル作成
と研修運営を行い、今ではインド国内のほぼすべ
てのクラブがTEACHプログラムの少なくとも一
つの分野を支援するプロジェクトに取り組んでい
ます。サンヴィ氏はこう語ります。「機運は見事に
高まりました。ロータリアンは、国が偉大な成果を
成し遂げるには高い識字率が必要だと知ってい
ます」 

 数百のロータリークラブとそのパートナー団体
が結集して、大規模な成果につながっています。
現在までに、RILMの教員研修だけでも推定700万
人の子どもがその恩恵を受けており、プログラム
全体の成果となると莫大です。 

 「研修、標準化、パートナーシップの構築。この
三つが成功の秘訣です」とメータ氏は語ります。 

 ネパール、パ
キスタン、バング
ラデシュのロー
タリー会員はす
べてRotary In-
dia  Literacy 
Missionをモデル
にした識字率向
上プログラムに
取り組んでいま
す。（最近はトー
ゴの会員もプロ
グラムへの関心
を 示 し て い ま
す。）「このプロ
グラムは世界の
どこででも実施
できます」とシェ
カール・メータ会
長。 

識字プログラムを必要としている国 

下記の国は成人識字率が50％未満です。 

アフガニスタン、ベナン、ブルキナファソ、中央
アフリカ共和国、チャド、コートジボワール、ギ
ニア、ギニアビサウ、リベリア、マリ、ニジェー
ル、シエラレオネ、ソマリア、南スーダン  

* 出典：UNESCO 



Peace Corps（米国平和部隊）とのパートナーシップ更新 
 

 国際ロータリーとPeace Corps（米国平和部隊）は、2024年まで
パートナーシップを更新することを発表しました。 

 ロータリーとPeace Corpsには、世界中の開発プロジェクトの効
果を高めるために、リソースや知識を共有してきた何十年にもわた
る長い歴史があります。 2014年に初めて正式に締結されたこの
パートナーシップを通じて、両団体は共に、貧困、非識字、疾病、安
全な水や衛生設備へのアクセス欠如など、暴力や紛争の根本にある要因に取り組むことで、人びとの
生活を改善し、より強い地域社会を築くことを目指しています。 

 ロータリー会員と、活動中および帰国したPeace Corpsボランティア（RPCV）が協力することで、親
善と国際理解を育み、世界中で地域社会の能力を高めることができます。 協力活動の機会として、
地域プロジェクトの支援、研修、ネットワーク構築、地域社会での啓発活動などが挙げられます。 

 このパートナーシップを通じて、すでに次のような活動が実現しています。 

〇2019年、ウクライナとベラルーシの各地で関係を築いてきたキエフ在住のPeace Corpsボランティ
ア（PCV）と国際ロータリー第2232地区は、9人のPCV、5人のローターアクター、8人のロータリークラブ
会員と協力して、地区初のRYLA（ロータリー青少年指導者養成プログラム）を開始しました。 この
RYLAには17人の若者が集まり、リーダーシップ、ボランティア活動、コミュニケーション、スピーチ、争
いの解決、チームビルディングなどのスキルを磨きました。 

〇カル・マンさんは、ロータリーでの奉仕を励みに、Peace Corpsにボランティアとして参加しました。マ
ンさんは、50歳以上のボランティアのうち、10％にも満たない高齢者の枠組みに入りますが、 北マケ
ドニアでの活動中に、ロータリーとPeace Corpsのパートナーシップを活用して、精力的にロータリーク
ラブを含む地元団体との関係を深めました。 

ロータリー財団のグローバル補助金を利用して、サントドミンゴ・ロータリークラブ（ドミニカ共和国）と
地元のPeace Corpsボランティアが、同国内の複数地域で井戸水システムを導入しました。 

〇エリカ・ブルイレットさんは、Peace Corpsの関連団体であるNorthern Virginia Returned Peace 
Corps Volunteersの社会奉仕責任者を務めました。 この団体は、難民を支援するために、地元ロータ
リークラブとPeace Corpsによるパートナーシップを開始し、 難民の人びとが空港から仮設住宅、ま
たはその他の面会場所に移動するための運転サービスを提供しました。 また、フォールズチャーチ・
ロータリークラブと協力して、難民を迎えるためのツール一式を詰める共同奉仕活動を行いました。 

〇ロータリー会員でPeace Corpsボランティアでもあるチャーリー・ハントさんは、コロラド州デンバー
のロータリークラブに数名のPeace Corpsボランティアを勧誘しました。 

 Peace Corpsと国際ロータリーは、皆さまのご経験を各種メディア（ソーシャル、デジタル、印刷）で
紹介したいと考えています。Peace Corpsと協力したことのある方は、ぜひご紹介ください。また、協
力を通じて学んだことや、このパートナーシップに参加したいと考えている人へのアドバイスもお寄
せください。皆さまの体験談は、ほかのロータリー会員やPeace Corpsボランティアにとって、未来の
成功へと動き出すための大きな刺激となるでしょう。 あらゆる形態の協力に関するストーリーやお写
真をお待ちしております。 Eメール（rotary.service@rotary.org）でご提出ください。また、Peace 
Corpsのウェブサイト（英語）からもご提出いただけます。 

 このパートナーシップと参加方法について詳しくは、こちらをクリックしてご覧ください。 以前に
Peace Corpsに参加したことがあるロータリー会員は、Peace Corpsの提携グループである
「Partnering for Peace」から、草の根レベルでパートナーシップを発展させるためのリソースを得る
ことができます。 



【地区活動報告】 

第2回 ＲＬＩ(ディスカッションリーダー研修会)  

 RLI委員会(委員長 細川 幸三)は、9月4日（土）、和歌山ＪＡビル11階会議室で第2回のディ

スカッションリーダー養成の研修会を開きました。 

 研修会は、コロナ禍のため、ZOOMとのハイブリッドで開催。講師は、RLI日本支部Fa委員長・

RI研修リーダーの中村 靖治氏（第2770地区）にZOOMでお願いし、豊岡ガバナーも参加し、

午前10時から午後4時まで、実践を交えた研修が行われました。 

講師：中村 靖治氏 



【クラブ活動報告】 

 

廃棄小型家電が、都市鉱山発掘隊により価値あるものへ 

堺北ロータリークラブ 社会奉仕委員長 中田 学 

 

 最近 当クラブでは、SDGs（持続可能な開発目標）を学ぶ機会
が多くなっている中で、「社会福祉法人 美原の郷福祉会 障が
い福祉サービス事業 ワークセンターつつじ 代表 川田 康弘 
様」に当クラブにお越しいただき卓話をして頂きました。それらの
取り組みをお聞きして、その活動に関心を持ち、当クラブとして
協力することになりました。堺市美原区で障がい者の就労支援
を行っている作業所で、小型家電解体リサイクル事業に取り組ま
れています。 

 川田様のお話によると、資源のない日本は、海外からレアメタルを高額で買取って、 素晴らしい商
品を創り出しています。そして使い終わればゴミとして焼却をして灰を埋めるか、海外へ安く売るな
ど、粗末なリサイクルをされており、反面、レアメタルを高額で買い取るというもったいない事をして
いるそうです。実は「資源のない日本」とは言えず、使用済みの携帯電話やパソコン、デジカメなど
が会社や家の倉庫、 押し入れで眠っているもの、これを都市鉱山といい、日本の都市鉱山として蓄
積れている金の埋蔵割合は世界の16パーセント (6500t) と世界一の保有数で、日本は世界一の金
属資源大国なのだそうです。 

 しかし、都市鉱山発掘には人件費や費用がかかりすぎるため、なかなか発掘できません。そこで毎
日コツコツと手作業が得意な障がい者の方々によって、家電の解体をして都市鉱山発掘に挑み、この
リサイクル事業に取り組むことで障がい者の工賃を上げておられます。 

 「資源の有効利用」「環
境汚染を防止」「障がい
者の方々の就労に貢献」
と、とても有意義な活動
であると感じ、クラブ内
で小型家電の回収を呼び
かけたところ、1ヶ月も経
たない内にたくさんの家
電が回収され、第1回目回
収分を8月26日にお渡し
することができました。 

 川田様は、会員の呼び
かけによるスピード回収
にとても驚かれ、「宝の山
をありがとうございま
す！」と大変喜んでいた
だきました。有意義な活
動として、今後も継続し

ていきたいと思います。 

 PC、ガラケー、スマホ、タブレット、カセットデッキ、防犯カメラ、ルーター、端子類など、約100点集ま
りました。 



 

2021年 ロータリー会員調査、11月に実施 
 

 全ロータリー会員を対象とした2021年調査は、会員としての皆さまの経験、ロータ

リーでよいこと、よくないこと、会員として期待することなど、ご意見やご感想をお聞

かせいただくことを目的としております。 

 この調査は、有効なEメールアドレスが国際ロータリーに登録されているロータリー

クラブとローターアクトクラブの全会員に送付されます。調査をお受け取りいただける

よう、11月1日までにMy ROTARYにログインしてご自分のEメールアドレスを追加または

更新してください。 

 調査は11月初旬に一斉送信される予定となっております。何とぞご協力をお願いい

たします。 

--------------------------------------------------------------------- 

国際ロータリーのゾーン構成 
 

 毎年、国際ロータリー理事会は、地区の合併や新地区の創設、あるいはゾーン変更

の決定に基づき、ゾーンのリストに若干の変更を加えます。これに加え、理事会は、

ロータリアン数がおよそ等しくなるようにクラブと地区を34ゾーンに分割するという

RI細則の規定に従い、少なくとも8年に1度、包括的な見直しを行います。RI理事会によ

る次回の包括的見直しは、2023年6月に開始される可能性があります。 



ロータリーへようこそ！ 

 ロータリーの強さは、会員にあります。
会員一人ひとりがクラブにもたらすスキ
ル、経験、熱意が、それぞれの地域に、そ
して世界に変化をもたらします。会員が
一体となれば、子どもたちを苦しめるポ
リオ（急性灰白髄炎）を世界からなくし、
平和の担い手を育て、疾病、飢餓、識字、
貧困といった問題も少しずつ解決できる
と私たちは信じています。 

 交流を通じてアイデアを広げ、社会奉
仕への熱意を共にする人たちと生涯に
わたる友情を築く。それが、ロータリーの
コミュニティです。クラブ、地区、国際
ロータリーのリソースを最大限に活用し、
積極的に参加してください。 

 

はじめよう 

 クラブのプロジェクトや活動に積極的に参
加すれば、ロータリーでの経験がさらに楽し
く実り豊かなものとなるでしょう。 

参加の方法はさまざまです。 

〇自分の知識やスキルを生かせるクラブ委
員会に参加する 

〇地域社会が抱えるニーズを突き止め、そ
れに取り組む参加型奉仕活動を提案する 

〇クラブが提唱している青少年奉仕プログ
ラム（ローターアクトやインターアクトな
ど）を援助する 

〇青少年交換留学生の世話をする 

〇地区のロータリー青少年指導者養成
（RYLA）プログラムのイベントを企画する 

〇同僚や友人にクラブへの入会を勧める 







「未来ビジョン委員会」設置について 

 世界のすべての地域で熱波、豪雨、干ばつ、熱帯低気圧の極端な異常気象はすでに顕在化し、新型コロナウイルス感染
症が収まることなく、多くの人が振り回され「2度目の秋」を迎えます。ロータリー年度も早いもので三か月が過ぎました。
早い地区では地区大会開催が計画されているかと思います。 

 今年度、ロータリーは、会員基盤の成長への多大なコミットメントと功績を示した会員を認証するプログラムを立ち上げ
ました。新会員推薦者を認証するメンバーシップ・ソサエティで、25人以上の新会員を推薦した会員を紹介するバーチャル
形式のギャラリーです。 

 認証レベルにはプラチナレベル（75名以上推薦）、ゴールド（50～74名）、シルバー（30～49名）、ブロンズ（25～29名）5つ
のレベルがありますが、日本はゴールド2名、シルバー11名、ブロンズ10名の方々がいらっしゃいます。是非とも My ROTARY
の会員コーナーでご覧ください。 

 さて、皆様の地区では「戦略計画委員会」が設置されていますか？団塊の世代が75歳を迎え、各クラブに於いてコロナ
禍の影響もありますが、会員の高齢化と会員減少がみられます。クラブ、地区においてこの問題に真剣に取り組む努力をし
ていますが、既存の会員は毎年かならず歳を重ねていきます。高齢化から老齢化の道に進まないために毎年新しい会員を
入れていくことはクラブの活性化に繋がります。又、入会5年以内の退会が目立つのも事実です。会員増強、そして会員基
盤の育成はクラブ、地区の急務です。「将来、こうありたい」と思う3年後・5年後・10年後の望ましいクラブの姿のビジョンを
描き、それに従った目標と行動計画を立て、クラブの活性化を図る「未来ビジョン計画」が必要です。 

 私の所属する2510地区では、今年度から改めて地区クラブ奉仕委員会が中心となり、クラブの「戦略計画委員会」を「未
来ビジョン委員会」と名称を変え委員会の設置を改めて強く呼びかけることにしました。計画立案のプロセスとして第1段
階：クラブの現状分析、第2段階：クラブのビジョン作成、第3段階：ビジョン実現の為の計画作成、第4段階：計画の進捗確認・
検証・調整としました。各クラブにおける「未来ビジョン委員会」は、それぞれのクラブの自主性と独自性を尊重し、これから
のクラブの在り方を諮問していくものです。現会長・直前会長・次年度会長・次々年度会長を含み継続性に配慮する。幅広い
見解を取り入れるために、出来るだけ多様な会員の参加、「ロータリーのビジョン声明」と「ロータリーの戦略的優先事項と
目的」に沿ったものとする。地区戦略計画作成の参考にして頂ければと思います。 

 我々ロータリーアン、ロータリークラブ、地区はこのような状況においても「SINKA」をしなければなりません。新価：新しい
価値を作り出す。深化：改善により魅力を高めていく。真価:世の中に認められる。進化：そして前進して行くです。TOGETHER
～GROW～ACTIONをもって皆様の地区・クラブが益々のご発展されます事ご祈念申し上げます。 

 

第１地域 ロータリーコーディネーター補佐 福井 敬悟（札幌手稲RC） 

 

公共イメージ向上オンラインセミナー報告 

 去る9月4日、三地域合同によるオンラインセミナーが開催されました。辰野克彦RI理事・佐藤芳郎RI理事エレクトを始め、
三地域のコーディネーター・各地区ガバナー・ガバナーエレクト・地区委員長など、総勢約120名が参加されました。冒頭、辰
野RI理事は「予算の不足は知恵を使って補い」ロータリーのブランドイメージの向上を期待したい旨を呼びかけられました。 

 セッション1では、R3山下皓三RPICが「公共イメージの推進」と題し、その重要性・方法・成功例を踏まえた上で、「変化を受
け入れましょう」と呼びかけられました。セッション2では、R1井原實RPICが「ロータリーブランドとロゴの重要性」と題し、戦闘
中の兵士でさえ銃撃を止める「赤十字」のブランド力を例示し、ロータリーブランドの更なる向上の必要性を問い掛けまし
た。セッション3では、R2服部陽子RPICが「世界ポリオデーに向けての取り組み」と題し、来る10月22日に予定される日本経
済新聞一面広告・12月8日に予定される記念講演「ポストコロナの生命哲学」などの諸事業について解説されました。 

 続いて、これまで世界ポリオデーに合わせて各地区で行われた事例発表として、2770地区越谷北RC・小林操PDGが「地
区をまとめての取り組み」を、2640地区岸和田東RC・藤井秀香PDGが「高野山での祈祷、ポリオ根絶に向けての活動報告」
を、2790地区千葉RC・梶原等DGが「成田山での祈祷（今年度事業として計画中）」を、2750地区東京小金井RC・田中靖地区
公共イメージ委員会委員長が「トレインジャック（今年度事業として計画中）」を発表されました。 

 全企画とも、FacebookなどのSNSを使って情報発信するのみならず、新聞記事やテレビニュース・特番などに取り上げら
れ、ロータリーのイメージ向上に貢献致しました。加えて、一つの企画のみを実施するに留まらず、同地区内で多発的な事
業の同時開催を試み、あるいは役場・公民館・観光センターなどの公共施設に募金箱を併設し、更にローターアクトや奨学生
などロータリーファミリーおよび隣接する他地区との連携を図るなど、参加者の基盤を拡大する工夫もされておりました。 

 事業を実施した成果として、小林操PDGは「やればできるという前例となり、共通の思い出と共に地区が一つになった」
との想いを語られました。 

 最後に、佐藤RI理事エレクトの「日本中のクラブがアクションを起こして頂きたい」との講評を以って閉会となりました。 
私にとっても、大きな収穫となったセミナーで御座いました。 

 

      第１地域 ロータリー公共イメージコーディネーター補佐 寺嶋 哲生（柏RC） 







 

 

 

 

 

  ガバナー月信の表紙写真をご提供ください。 

 第2640地域内でご自身が撮影された写真（著作物の利用を許可できる作品）を
ご提供ください。 

 風景など、地域の様子をご紹介していただける写真(データ）をお願いします。 

 なお、ご提供が多数ある場合は、編集会議で協議し、決めさせていただきますの
で、予め、ご了解ください。 何卒、ご協力をお願い申し上げます。 

国際ロータリー 

第2640地区 ガバナー事務所  

 

〒640-8331  

和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室  

TEL（073）426-2640  

FAX（073）426-2660 

e-mail : toyooka@rid2640g.com 

JR和歌山駅西口から徒歩7分  

阪和道、和歌山インターから約10分 


